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特集 大動脈緊急症に備えよ！
　 医療体制の現状と課題

企画にあたって
東  信良

（旭川医科大学外科学講座血管外科学 教授）

大動脈は全身のすべての臓器への血液供給の源となっており，その緊急状態である大動脈緊急症
（急性大動脈解離，大動脈瘤破裂，大動脈外傷などを含む）が全身に危機的な状況をもたらすこと
は容易に想像がつくが，心筋梗塞や脳卒中に比べるとその知名度は遥かに低い。治療方法は確立し，
病院到着例の救命率は向上しているものの，致死率は循環器系救急疾患のなかで格段に高く，循環
器病対策基本計画においても対策を要する疾患として位置付けられている。

迅速な治療を必要とすること，および，その治療には難易度の高い外科手術や血管内治療を含む
ことから，迅速な救急搬送と適切な治療医療機関の選択，卓越したチームでの周術期集中管理など
を含む治療体制確立が求められている。

今回，本誌でこの大動脈緊急症が取り上げられたことは，大動脈緊急症をよく知っていただくた
めに非常によい機会であると考え，「診る」パートにおいては，「もしや大動脈緊急症ではないか？」
と想起いただけるよう救急医の立場から，また，どの程度重症なのか重症度を推し量ることや画像
診断のポイントを心臓血管外科医や放射線科医の立場で執筆いただいた。また，「識る」パートで
は，大動脈緊急症の疫学や一部の患者で発症の背景となっている結合織異常について，また，致死
率の高い病態について掘り下げて解説いただいている。さらに一旦発症すると致死率が高い疾患群
に有用と思われる大動脈検診について，海外での状況も記載いただいた。最後に「治す」パートに
おいては，治療方法とその成績，および周術期管理について，さらに治療に至るまでの救急医療体
制やその確立を後押しする循環器病対策基本計画についても言及いただいている。

本特集が，いまだ致死率の高い大動脈緊急症に光をあて，救急の現場で大動脈緊急症を早期に察
知することの一助となることを願うとともに，各地域や学会，自治体が力を合わせて取り組みを前
に進める力になることを期待する。
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